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抄録 本研究は，小学校第３学年において，ICT 活用の良さを知り，進んで学習に生かそうとする児童

を育成する指導の在り方を探ったものである。端末の基本的な操作技能を高め，目的意識を持たせなが

ら多様なアプリケーションや機能を活用させたことで，児童は学ぶための手段として ICT を捉えるよう

になってきた。今後も取組を継続していくことで，児童の情報活用能力は更に高まり，自ら ICT を活用

しようとする児童の育成につながると考える。 

 

＜キーワード＞   □ICT活用の良さ  □進んで学習に生かそうとする 

 □１人１台端末を活用した学習        

 

Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

近年，クラウド，AI，ビッグデータ，IoT など

の技術が様々な分野でのデジタル化を推し進め，

人々のこれまでの営みを根底から変化させ，社会

に革新がもたらされる(デジタルトランスフォーメ

ーション)といわれている。このような「急激に変

化し，将来の予測が難しい社会においては，情報

や情報技術を受け身で捉えるのではなく，主体的

に選択し活用していく力」１が求められる。小学校

学習指導要領(平成 29 年告示)では，学習の基盤と

なる資質・能力の一つとして情報活用能力が明示

された。情報活用能力とは「世の中の様々な事象

を情報とその結び付きとして捉え，情報及び情報

技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・

解決したり自分の考えを形成したりしていくため

に必要な資質・能力」２である。この情報活用能力

を各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成

するとともに，育まれた情報活用能力を発揮させ

ることが重要である。 

また，「OECD 生徒の学習到達度調査(PISA2018)」で

は，教育におけるICT活用が他国から大きく遅れて

いることが明らかになった。そのような現状から，

文部科学省は１人１台端末と高速大容量通信ネッ

トワークの一体的な整備を進めた(GIGA スクール構

想)。学校教育での活用を通して，児童の情報活用

能力の育成が期待されている。 

これまでの自身の実践では，ICT を活用した学習

活動を積極的に取り入れ，新たな情報を得たり，

自己の考えを表現したりできるように指導してき

た。しかし，教師主導のICT活用であったため，児

童がその良さを十分に捉えられていなかった。そ

こで，児童の目的意識に基づいたICT活用をさせる

ことで，児童はICT活用の良さを適切に捉えること

ができるのではないかと考えた。それにより，学

習や日常生活でICTを手段として自ら選択し，活用

するようになると考える。 

以上のことから，本研究では１人１台端末を活

用した学習を通してICT活用の良さに気付かせ，進

んで学習に生かそうとする児童を育成していく。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１) ｢ICT活用の良さ｣とは 

１人１台端末の標準機能やクラウドベースの学

習支援システムを活用し，物事を効率的に進めた

り，情報を視覚的に整理，分析したり，他者と考

えを交流したりすることで，学習効果を高められ

ることと捉える。 

(２) ｢進んで学習に生かそうとする｣とは 

学びの中でICT活用の良さに気付き，学習の手段

の一つとして自ら活用しようとすることと捉える。 

(３) ｢１人１台端末を活用した学習｣とは 

本研究における１人１台端末は，Chromebook と

し，単元のねらいに迫る手段として Chromebook の

標準機能や Google Workspace for Education等の

アプリケーションを効果的に活用した授業と捉え

る。 
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Ⅱ 研究のねらい 

１人１台端末を活用した学習を通して，ICT 活用

の良さに気付き，進んで学習に生かそうとする児

童を育成する。 

 

Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点＞ １人１台端末を活用した学習の工夫 

(１) Chromebook の操作技能を確実に習得させる

段階的な活用(手立てＡ) 

児童が学習の手段として Chromebook を効果的に

活用するためには，操作技能の確実な習得が必要

である。そこで，授業で扱う技能を焦点化したり，

同じ機能を繰り返し使わせたりするなどし，

Chromebook の操作技能を段階的に習得できるよう

にする。 

 (２) Chromebook の機能を知り，目的意識を持っ

て活用する場の設定(手立てＢ) 

学習のねらいに迫るための効果的な Chromebook

活用を通して，学習効果を高める様々な機能を経

験できるようにする。また，児童が目的意識を持

って活用できるように，活用の目的を意識させた

り，本時のねらいに則した活用方法を考えさせた

りする。それにより， Chromebook活用の良さに気

付かせ，学習の手段の一つとして活用できるよう

にする。 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

実態調査を表１のとおり実施した。 

 

ねらい 児童の情報活用における意識及び実態を把

握し，授業実践や検証に生かす。 

対 象 仙台市立上愛子小学校 第３学年１組 12名 

方 法 Google Formsによる調査 

内 容 児童の情報活用における意識及び実態の把握 

調査日 令和３年６月 21日 

(２) 結果 

授業で疑問に思ったことを調べる方法として，

人に聞く(５人)，観察する(４人)，本(３人)，イ

ンターネット検索(２人)が用いられていた(図１)。

また，家庭でパソコン，タブレット型コンピュー

タ，スマートフォンを使う用途は，ゲーム(８人)，

動画視聴(７人)，勉強(５人)，音楽視聴(４人)の

順に多かった(図２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 考察 

図１より，児童が疑問について調べる際は，人

に聞いたり，観察したり，本を読んだりすること

が多く， ICT を用いていないことが分かった。こ

れは，児童がICTを学習に有用な手段として捉えて

いないためと考えられる。また，図２より家庭で

パソコン，タブレット型コンピュータ，スマート

フォンを使う用途はゲーム，動画視聴，音楽視聴

など，配信されたコンテンツの利用が多いことが

分かった。これは，児童がICT活用の良さの一部し

か捉えられていないことによると考えられる。学

習での主体的な ICT活用を促すためには，ICT活用

の良さに気付かせ，学習の手段として捉えられる

ようにしていく必要がある。 

以上のことから，１人１台端末を活用した学習

を通してICT活用の良さに気付き，進んで学習に生

かそうとする児童を育成していく。 

 

 

 

N=12 

図２ 家庭でパソコン，タブレット型コンピュータ， 
スマートフォンを使う用途とその人数(複数回答可) 

図１ 授業で疑問に思ったことを調べる方法とその人数
(複数回答可) 

N=12 
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表１ 実態調査の計画 
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２ 授業実践の概要 

実践１～４を下記のとおり実施する。 

 

対象 仙台市立上愛子小学校 第３学年１組 12名 

実施期間 令和３年６月 29日～７月 16日 

教科・単元名 国語科「調べて書こう，わたしのレポート」 

時 ねらい 学習活動 主な ICT活用 

手
立
て 
A 

手
立
て 
B 

1 分かりやすいレポ
ートを書く際に工夫
することを理解す
る。 

分かりやすい
レポートを書く
ために気を付け
ることを考え
る。 

・Jamboard の共
有機能で，レ
ポート作成の
ポイントを考
える。 

○ ○ 

２  相手や目的を意識
して，経験したこと
や想像したことなど
を基に，書くことを
選ぶ。 

日常生活の疑
問から，調べる
ことを考える。 

・写真機能でワ
ークシートを
撮影する。 
 
 

○ ○ 

３ 
 

 引用の仕方や出典
の示し方を理解す
る。 
 

調べる方法の
違いを理解し，
自分が調べたい
ことに適した方
法を考える。 

・Jamboardで，
調べる方法を
比較検討す
る。 

○ ○ 

４ 

～  
６ 

比較や分類の仕
方，必要な語句など
の書き留め方，引用
の仕方や出典の示し
方を理解し，使うこ
とができる。 

辞書や辞典，
図鑑，Web検索
などを使って，
調べる。 

・写真機能で，
見付けた情報
を撮影，記録
する。 

・インターネッ
ト検索する。 

・Jamboardで情
報を集約す
る。 

○ ○ 

７  集めた材料を比較
したり分類したりし
て，相手に伝えたい
ことを明確にする。 

調べたことを
基に，レポート
の組み立てメモ
をつくる。 

・Jamboardで得
られた情報を
整理する。 

○ ○ 

８ 

～  
10 

伝えたいことが読
み手に伝わるよう
に，レポートの構成
を考える。 

組み立てメモ
を基に，レポー
トを書く。読み
直して，推敲す
る。 

・Jamboardを見
ながら，手書
きでレポート
を作成する。 

 ○ 

11 友達のレポートを
読み，分かりやすい
レポートになってい
るか，考える。 

レポートを読
み合い，感想を
伝え合う。 

・Jamboardで感
想を伝え合
う。 

○ ○ 

 

対象 仙台市立上愛子小学校 第３学年１組 12名 

実施期間 令和３年９月７日～11月９日 

教科・単元名 社会科「店ではたらく人」 

時 ねらい 学習活動 主な ICT活用  

手
立
て 
A 

手
立
て
B 

１ 普段の買い物を振
り返り，様々な店を
利用していることに
気付く。 

買い物に行っ
たことがある店
を地図に示し，
そこから分かる
ことを考える。 

・GoogleMapsで
普段の買い物
について考え
る。 
 

 ○ 

２ 知りたいことを明
確にし，回答を予想
しながら買い物調査
を作成する。 

買い物の実態
を知るために，
買い物調査を作
る。 

・GoogleForms
で買い物調査
の選択肢を考
える。 

 ○ 

３ アンケート結果を
基にして，学習問題
をつかむ。 

 アンケート結
果を基にして，
学習問題をつく
る。 

・アンケート結
果のグラフを
見て，学習問
題を考える。 

 ○ 

４ 
・ 
５ 

 多くの人に買い物
に来てもらうため
に，店の人が工夫を
していることが分か
る。 

教科書の挿絵
や店の写真か
ら，店の人の工
夫を見付ける。 

・見付けた店の
工夫を，スラ
イドにまとめ
る。 

○ ○ 

６ 見付けた工夫を整
理し，足りない視点
を見付ける。 

画用紙に書き
出した工夫を観
点別に整理す
る。 

 ○  

７ 教科書の挿絵や店
の写真をこれまでと
は別の視点で見て，
工夫を見付ける。 

前時の話合い
で得られた観点
を基に，店の工
夫を更に見付け
る。 

・見付けた店の
工夫を，スラ
イドにまとめ
る。 

○  

８  見付けた工夫を発
表し，考えを共有す
る。 

見付けた工夫
を友達に発表
し，共有する。 

・スライドで，
見付けた店の
工夫を発表す
る。 

○ ○ 

９  店の人の立場に立
って，これまで見付
けた工夫について考
えたり，新たな工夫
を見付けたりする。 

 店の人のイン
タビュー動画を
基にして，働く
人の視点で工夫
を考えさせる。 

・肉を切ってい
る様子や，店
長のインタビ
ュー動画を見
せ，店の人の
立場で考えさ
せる。 

○ ○ 

10 スーパーマーケッ
トの品物は，様々な
国や地域から運ばれ
てきていることを知
り，その理由を理解
する。 

様々な品物の
産地を地図に表
し，そこから気
付くことを話し
合う。 

・Google Mapsを
共有し，品物
の産地をプロ
ットする。 

○ ○ 

11  見付けた工夫と客
の願い，店の人の願
いの関連に気付く。 

 店の工夫を整
理することで，
客の願いと店の
工夫との関連を
考える。 

・Jamboardの付
箋機能で，見
付けた工夫を
分類する。 

○ ○ 

12 店の地域貢献の取
組から，店の願いを
知る。 

店の地域貢献
の取組を調べ，
目的や願いを考
える。 

・教師が Google
サイトで仮想
ウェブサイト
を作成し，そ
れを使って調
べさせる。 

○ ○ 

13 
・ 
14 

学習した内容を，
壁新聞にまとめる。 

 これまでに作
成したスライド
を整理し，それ
らを組み合わせ
て壁新聞を作
る。 

・これまで作成
したスライド
の内容を整理
し，壁新聞の
記事にする。 

○ ○ 

15 互いの壁新聞を見
合い，その良さを認
め合う。 

 互いの壁新聞
を見合い，感想
を伝え合う。 

・Jamboardで，
互いの壁新聞
の感想を伝え
合う。 

○ ○ 

 

対象 仙台市立上愛子小学校 第３学年１組 12名 

実施期間 令和３年 10月 25日～11月１日 

教科・単元名 理科「太陽の光を調べよう(日光のはたらき)」 

時 ねらい 学習活動 主な ICT活用 

手
立
て 
A 

手
立
て 
B 

１ 
 

日なたと日陰の違
いから，問題を見い
だす。 

日なたと日陰
の違いについて
考える。 

・写真を用いて
過去の生活経
験を喚起し，
問題を自分事
として考えら
れるようにす
る。 

  

２  温度計を使って，
日なたと日陰の地面
の温度を測る。 

 温度計の使い
方を知り，日な
たと日陰の地面
の温度を測っ
て，記録する。 

   

３  地面は日光によっ
て温められることを
理解する。 

日なたと日陰
の地面の温度が
違う理由につい
て考える。 

・Google Forms
で結果を入力
し，スプレッ
ドシートでグ
ラフ化する。 

○ ○ 

 

 

 

表３ 実践２ 指導計画 

表４ 実践３ 指導計画 

表２ 実践１ 指導計画 
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対象 仙台市立上愛子小学校 第３学年１組 12名 

実施期間 令和３年 11月１日～11月 19日 

教科・単元名 国語科「パラリンピックが目指すもの」 

時 ねらい 学習活動 主な ICT活用 

手

立

て 

A 

手

立

て 

B 

1 学習の見通しを
持つ。 

パラリンピッ
クを振り返り，
単元の学習の見
通しを持つ。 

・動画からパラリ
ンピックを想起
させ，学習の見
通しを持たせ
る。 

  

２  文章全体の構成
を捉え，筆者が一
番伝えたいことを
理解する。 

本文を四つに
分け，その構成
と，筆者の主張
を考える。 

   

３ １～４段落を読
み取り，大事な語
や文を見付ける。 

１～４段落で
大事な文を考え
る。 

・Jamboardで班ご
とに話し合い，
大事な文を選択
する。 

○ ○ 

４ 
 

前時で見付けた
大事な文を基に，
１～４段落を要約
する。 

前時で見付け
た大事な文を使
って，要約文を
考える。 

   

５ ５，６段落につ
いて，大事な語や
文を見付けて要約
する。 

５，６段落
で，大事な文を
考え，要約す
る。 

・Jamboardで班ご
とに話し合い，
大事な文を選択
する。 

○ ○ 

６ ７，８段落につ
いて，大事な語や
文を見付けて要約
する。 

７，８段落
で，大事な文を
考え，要約す
る。 

・Jamboardで班ご
とに話し合い，
大事な文を選択
する。 

○ ○ 

７  ９，10段落に
ついて，大事な語
や文を見付けて要
約する。 

９，10段落
で，大事な文を
考え，要約す
る。 

・Jamboardで班ご
とに話し合い，
大事な文を選択
する。 

○ ○ 

８ パラリンピック
競技の動画を見
て，要約する競技
を決める。 

パラリンピッ
ク競技の動画を
見て，調べる競
技を決める。 

・パラリンピック
競技の動画をそ
れぞれ見る。 
 

 ○ 

９ 自分が決めた競
技についての資料
を読み，大事な文
を見付ける。 

自分が決めた
競技をインター
ネットで調べ，
大事な文を見付
ける。 

・教師が Google
サイトで仮想ウ
ェブサイトを作
成し，それを使
って調べさせ
る。 

○ ○ 

10 
・ 
11 

決めた競技につ
いて，筆者の願い
を基にして要約す
る。 

決めた競技に
ついて，筆者の
願いを基に要約
する。 

 
 

  

12 
 
 

要約文を使っ
て，リーフレット
にまとめることが
できる。 

要約文を使っ
て，リーフレッ
トにまとめる。 

   

 

３ 実践の内容と結果 

 別紙実践事例参照 

４ 事後調査 

 授業終了後に，事前調査と同様の調査を行い，

児童の情報活用における意識及び実態について調

査した。 

(１) 調査の内容及び結果 

図３より，授業で疑問に思ったことを調べる方

法について，人に聞く，本，インターネット検索

と回答した児童が実践の前後で増加し，情報収集

して疑問を解決しようとする意識の高まりが見ら

れた。さらに，インターネット検索と回答した児

童が，２人から７人へ増加した。 

また，図４から，家庭でパソコン，タブレット

型コンピュータ，スマートフォンを使う用途につ

いて，実践の前後でゲームや動画視聴の人数に変

動は見られなかったが，勉強，音楽視聴で増加が

見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５では，Chromebook で今後やってみたいこと

に動画視聴と回答した児童が６人から３人に減っ

た一方で，写真(動画)を撮る，ホームページ作成，

インターネット検索と回答した児童が増えた。ま

た，事後の自由記述で，「街のリポートを作成し

たい」とICTを問題解決に活用しようとする回答も

見られた。 

 

 

 

図３ 授業で疑問に思ったことを調べた人数(複数回答可) 
の変容 

￥ 

N=12 

５人 

 
７人 

 

２人 

２人 

４人 

７人 

 

３人 

図４ 家庭でパソコン，タブレット型コンピュータ，スマート 
フォンを使う用途とその人数(複数回答可)の変容 
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表６の「Chromebook を使った学習が楽しみな理

由の変容」では，事前で Chromebook という新しい

道具に対する興味関心についての記述だったのに

対して，事後には具体的な活用を意識した内容へ

と変容が見られた。 

 

 事前 事後 

Ａ児 今まで Chromebook

を使ったことがない

から。 

インターネット検索が

できるから。 

Ｂ児 タイピングができ

るから。 

先生やみんなで勉強が

できるから。 

Ｃ児 知りたいことを調

べられるから。 

みんなで学習したりで

きるから。 

Ｄ児 パソコンが分かる

ようになるから。 

いろんな発見ができる

から。 

Ｅ児 タイピング。 知らないことや知って

いてももっと深い意味が

隠されていて，それが分

かるのが楽しみだから。 

(２) 考察 

実践を通して，疑問をインターネット検索で調

べたり(図３)，ICT 機器を勉強，音楽視聴で使った

り(図４)する児童が増えた。また，Chromebook で

写真(動画)撮影，ホームページ作成，インターネ

ット検索をしたいと考える児童が増えた(図５)。

これは，児童のICT操作技能が高まり，様々な場面

でICTを選択する意識が高まったことによると考え

られる。 

また，表６からは，疑問を調べたり，友達と学

び合ったり，自身の考えを深めたりするための有

効な手段として，Chromebook 活用を捉えるように

なった児童がいることが分かる。図５の「街のリ

ポート」という回答からも，目的達成のために

Chromebook を活用しようとする児童の意識を読み

取ることができる。 

以上のことから，本実践を通して，児童のICT操

作技能が高まり，学習の手段の一つとしてICTを活

用しようとする意識が高まってきたと考えられる。 

一方で，図５から集団をまとまりとして見た場

合，Chromebook の使用に関する意識はまだ高くは

ないと考える。その原因として，児童は操作技能

習得の途上で，ICT 活用の良さを実感するまでには

至っていないためと考えている。例えば，多くの

児童がキーボードによる文字入力技能の習得段階

であり，文字入力が関わる活用では不便さが伴う。

しかしながら，児童一人一人の操作技能は，着実

に育ってきており，今後も継続していくことで児

童の操作技能は更に高まり，活用の良さを実感で

きるようになると推察される。 

また，ICT 活用の良さは，様々な方法と比較した

り，複数の機能を組み合わせたりすることで，よ

り実感しやすくなると考える。それを踏まえた系

統的な指導により，児童はICT活用の良さを的確に

捉え，学習手段の一つとして自ら選択し，活用し

ようとする態度につながっていくものと考える。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

 授業において Chromebook を段階的に活用させた

ことで，児童に基本的な操作技能を着実に身に付

けさせることができた。また，目的意識を持たせ

て多様な機能を活用させたり，授業のねらいに則

した活用方法を考えさせたりしたことで，児童は

Chromebook 活用の良さに気付き，自ら学習に生か

そうとする意識が高まってきた。今後も手立てを

継続することで，操作技能が更に高まるとともに，

Chromebook の良さを知り，進んで学習に生かそう

とする児童が育成できるものと考える。 
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図５ Chromebookで，今後やってみたいこと(複数回答可)の 

変容 

N=12 

表６ Chromebookを使った学習が楽しみな理由の変容 
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２ 今後の展開 

本実践を通して，児童の ICT 活用への意識が高

まったものの，その高まりは十分ではなく，継続

した取組が必要である。今後は手立てＡ,Ｂを継続

しつつ，以下の点を意識して指導することで，よ

り効果的な指導につながると考える。 

(１) 目的意識を基に，機能を選択する場の設定 

Chromebook は，「情報を得る」，「整理・比較

する」，「まとめる」，「発信・伝達する」，

「保存・共有する」という五つの学習場面での活

用が考えられる。授業で Chromebook を活用した際

には，それらの学習場面を基にして，表に整理し

ていく。それにより，活用した方法と目的との関

連をより明確に捉えられるようにする。また，そ

の表を用いて，学習の目的に適した Chromebook の

機能を児童に選択させることで，自ら学習に生か

そうとする意識が高まると考える。 

(２) ICT活用の良さを捉えさせる系統的な指導 

児童が学習の手段としてICTを活用する際には，

複数の方法から選択，判断をする。その根拠とな

るのが，ICT 活用の良さであり，それは他の方法と

比較して考えることから得られることが多い。例

えば，紙によるアンケートと，Google Forms によ

るアンケートを比較させることで，回収と集計が

自動化される Google Forms の良さがより理解でき

る。様々な活用を系統的に指導し，ICT 活用の良さ

を的確に捉えさせていくことが，今後必要である

と考える。  
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視点

手立てA

手立てB

学　年 　教　科

活用アプリ
☑Jamboard □スプレッドシート □スライド □その他

その他 Google Chrome(ウェブ検索）

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　      　長期研修員　庄司 祐太（上愛子小学校）　

　Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用

　１人１台端末を活用した学習の工夫

ICTの活用について

第３学年 国語科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画

第１時　　　学習の見通しを立てる。
第２時　　　調べることを決める。
第３～６時　知りたいことに応じた方法で調べる。
第７時　　　レポートの組み立てを考える。
第８～10時　レポートを書く。
第11時　　　レポートを読み合い，単元の学習を振り返る。

国語科　実践事例（ICT）

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

６月29日～７月16日

研究主題 ICT活用の良さを知り，進んで学習に生かそうとする児童の育成
― １人１台端末を活用した学習を通して ―

　Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定

活用機器
☑Chromebook □iPad □電子黒板 □その他

その他

校種

調べて書こう，わたしのレポート

(１)比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方を
　理解し使うことができる。〔知識及び技能〕(２)イ
(２)書く内容の中心を明確にし，内容のまとまりで段落をつくったり，段落相互の関係
　に注意したりして，文章の構成を考えることができる。
　〔思考力，判断力，表現力等〕B(１)イ
(３)言葉が持つ良さに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考
　えを伝え合おうとする。〔学びに向かう力，人間性等〕

教科指導を通して，以下の情報活用能力の育成を目指す。
(仙台版 情報活用能力 学習目標リストより)
　A１：記録と編集　　　(カメラ機能を用いて，対象物を撮影，記録する。ウェブペー
　　　　　　　　　　　　ジをキャプチャし，保存する。)
　A２：PCの操作　　　　(Jamboardに写真を挿入したり，考えを手書きで書き込んだり
                        する。Jamboardに貼り付けたコンテンツを移動，拡大，縮小
                        する。)
　A３：ウェブ検索　　　(サイトから課題解決に必要な情報を見付ける。)
　A７：メモ　　　　　　(調べて分かったことを，Jamboardに短い言葉で記録する。)
　B１：取捨選択　　　　(調べたことの中から，レポートに必要な情報を選ぶ。)
　B２：読み取り　　　　(集めた複数情報から共通・相違点を見付ける。)
　B３：創造　　　　　　(情報から分かったことをまとめる。)
　B４：伝達内容の構成　(レポートに書く内容の順番を組み立てる。)
　C２：情報の分類　　　(観点を考えて情報を分類できる。)

情報の集約と整理
　書籍，ウェブページ，取材などの方法で課題について調べる学習活動では，文字情
報，画像，動画，音声など多様な種類の情報が集まる。それを，Jamboardに集約するこ
とで，情報の整理・比較をスムーズに行うことができる。また，情報を取捨選択した
り，順序を考えたりすることでレポート作成の見通しを持つことができる。

期待される
活用の効果
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　収集した情報をJamboardで一元化することで，多様な種類の情報を比較したり，分類したりして考えを
整理することができる。また，調べた事実と出典，自分の考えを付箋で色分けしたり，気付いたことを書
き込んだりするなどして，情報同士の関連性を視覚的に表すことができる。

実践１　国語科

　今回はJamboardに情報を集約したが，スライドを用いることで音声や動画などを集約することも可能で
ある。また，クラウドに保存しているので，学校外で情報収集したり，家の人に助言を求めたりするな
ど，時間や場所を問わず学びを深めていくことができる。

実践授業（７/11) 

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

授業日時・場所 ７月14日（水）１校時（８:45～９:30）　３年１組教室

ICT活用の
ポイント

【手立てA】Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用
　Jamboardに写真や付箋を挿入したり，場所を移動したりする操作を，前時まで段階的
に学習してきた。本時では，学習活動の中で繰り返し操作させることで，操作技能の定
着を図った。

【手立てB】Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定
　画像や付箋などを動かして考えを整理する方法を授業の始めに示し，学習に見通しが
持てるようにした。

主なICT活用場面

今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

【収集した情報の一元化】

・課題意識に基づいて収集した情報は，下記の方法で記録さ

せた。

・写真や付箋を動かして内容ごとに分けたり，付箋を内容で

色分けしたり，手書きで文字や矢印を書き込んだりして情

報を整理し，レポートの構成を考えさせた。

情報の関係性を，

手書きの矢印で示

している。

内容ごとに，情報を

分類している。

ウェブページの情

報をキャプチャして，

貼り付けている。
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視点

手立てA

手立てB

学　年 　教　科

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            長期研修員　庄司 祐太（上愛子小学校）　

　Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用

　１人１台端末を活用した学習の工夫

第３学年 社会科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画

社会科　実践事例（ICT）

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

９月７日～11月９日

研究主題 ICT活用の良さを知り，進んで学習に生かそうとする児童の育成
― １人１台端末を活用した学習を通して ―

　Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定

校種

店ではたらく人

　地域に見られる販売の仕事について，消費者の願い，販売のしかた，他地域や外国との関
わりなどに着目して，見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図などにまと
めることで販売に携わっている人々の仕事の様子をとらえ，それらの仕事に見られる工夫を
考え，表現することを通して，販売の仕事は，消費者の多様な願いを踏まえ売り上げを高め
るよう，工夫して行われていることを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を
追究・解決しようとする態度を養う。

第１時　　　よく行く店を紹介し合う
第２，３時　買い物調べ
第４～８時　スーパーマーケットの工夫
第９時　　　店の人の仕事

第10時　　　品物はどこから
第11時　　　たくさんのお客さんが来るひみつ
第12時　　　まちの人とともに
第13～15時　スーパーマーケットの工夫をま
　　　　　　とめる

教科指導を通して，以下の情報活用能力の育成を目指す。

(仙台版 情報活用能力 学習目標リストより)

A２：PCの操作 (スライドに文字を入力する。共有フォルダから写真を探し，スラ

イドに挿入する。スライドに貼り付けた画像を移動，拡大，縮小

する。動画を再生，停止，頭出しする。)

A３：ウェブ検索 (仮想ウェブサイトから課題解決に必要な情報を見つける。)

A６：アンケート (買い物調べの回答を予想し，選択肢をつくる。アンケート結果を

分析し，学習問題をつくる。)

A７：メモ (インタビュー動画を視聴し，大切な内容を短い言葉で書く。)

A８：口頭発表 (スライドを用いて，見付けた工夫を分かりやすく伝える。)

B１：取捨選択 (調べたことの中から，壁新聞にまとめる情報を選ぶ。)

B２：読み取り (写真から，スーパーマーケットの工夫を見付ける。工夫の共通･

相違点を見付ける。)

B３：創造 (情報から分かったことをまとめる。)

C２：情報の分類 (情報を決められた観点で分類できる。)

C６：データの傾向 (大まかなデータの傾向を見いだすことができる。)
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活用アプリ
□Jamboard □スプレッドシート ☑スライド ☑その他

その他 Google Maps，Google Forms，Googleサイト

期待される
活用の効果

ICTの活用について
活用機器

☑Chromebook □iPad □電子黒板 □その他

その他

・Google Mapsを用いた分布の視覚化

Google Mapsを用いてよく利用する店と学校との位置関係を視覚的に表し，家の人が買い

物に行く店を選ぶ理由について考えさせる。また，スーパーマーケットの品物がどこから

運ばれてきたかをGoogle Mapsでプロットし，様々な場所から品物が私たちのまちへ運ばれ

てくることに気付かせる。

・Google Formsを用いた買い物調べ

Google Formsを使って各家庭にアンケート調査を行い，買い物に行く店とそこに行く理

由について調べ，買い物の現状を明らかにする。

・写真を用いた店の工夫探し，スライドを用いた情報の記録

教科書の挿絵やスーパーマーケットの写真から店の工夫を見つけ，図や写真を貼り付け

たり説明を付けたりして，スライドにまとめる。

・インタビュー動画を自由に視聴する時間の設定

店の人のインタビューを撮影し，その動画を児童が自由に視聴する時間を設定する。そ

れにより，動画を繰り返し見返すことができ，店の人の工夫や願いを聞き逃すことがなく

なる。

・スライドを生かした壁新聞の作成

店の工夫をまとめたスライドを活用して壁新聞を作らせることで，効率的に学習のまと

めを行えるようにする。

・Googleサイトを用いた仮想ウェブサイトの活用

Googleサイトで仮想ウェブサイトを作り，調べ学習の際に活用させる。必要な情報を

絞って与えることで，限られた時間の中で確実に情報を獲得できるようにする。

・Google Classroomを用いた学習の記録

学習の記録や板書をGoogle Classroomに蓄積し，必要に応じて振り返ることができるよ

うにする。それにより，振り返りが容易になり，児童に授業の連続性を意識させたり，本

時の課題をスムーズに捉えさせたりすることができる。
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　買い物の様子を思い出しながら家族の回答を予想したことで，アンケート結果への興味関心が高まり，主
体性を引き出すことができた。それにより，分析し，学習問題を設定する過程を円滑に進めることができ
た。また，アンケートは自動で集計，グラフ化されるので，アンケート結果を分析する時間を十分に取るこ
とができた。

　事後に行ったChromebook活用の意識調査において，12人中７人がGoogle Formsでアンケートを取ることが
便利だと感じていた。今後，国語，総合的な学習の時間，特別活動などのアンケート調査が必要な場面で，
Google Formsを活用することができる。そのためには，設問を考えたり，アンケートフォームを作ったりす
る技能を，段階的に身に付けさせていく必要がある。

ICT活用の
ポイント

【手立てA】Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用
　児童はGoogle Formsを使ったことがないため，児童の課題意識を基に教師が事前に設問を
決め，アンケートフォームを作成した。本時では，設問に対する回答の選択肢を児童に考え
させ，教師はそれを入力して見せた。それにより，児童に操作方法を学ばせることができ
る。

【手立てB】Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定
　本時では，児童にGoogle Formsによるアンケートづくりを体験させた。回答の選択肢を考
えさせることで，児童は家の買い物の様子を想起した。それが，その後の学習での課題意識
につながっていった。また，アンケート回収の際には，Google Formsを活用することで，調
査の集計とグラフ化が自動で行われる良さに気付くことができる。

主なICT活用場面

今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

実践授業（２/15) 

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

授業日時・場所 ９月14日（火）　４校時（11:35～12:20）　　３年１組教室

実践２ 社会科

【Google Formsを活用した買い物調べ】

・児童の課題意識と単元のねらいに基づき，教師が事前

に設問を決定し，アンケートフォームを作成した。

・授業では，家の人の買い物の様子などから回答を予想

させ，選択肢を考えさせた。

・QRコードが付いた「調査協力のお願い」ワークシート

を作成し，児童には調査の目的などを手書きで書かせ

た。

【アンケートの自動集計】

・回答は自動集計され，グラフ化される。次時で

は調査結果を読み取り，学習問題を立てた。

・グラフをJamboardに貼り付けて，気付いたこと

を付箋に書き出させた。
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ICT活用のメリット

　Map上に産地の分布を表すことで，商品が様々な国々から運ばれてきていることに気付くことができた。ま
た，同じものが複数の国から運ばれてくることに気付き，そこから新たな問題意識を持たせることができ
た。国名や地名をまだ習っていない３年児童にとっては，検索できる点も利点であった。

今後期待される活用の効果

　社会科や総合的な学習の時間などで，人やものなどの分布を明らかにする際に活用できる。また，検索を
経験したことで，国名や地名が分からないときに調べる手段としての活用も考えられる。Google Mapsは，航
空写真やストリートビューの表示に変更したり，距離や道順を調べたりするなど様々な機能が備わってお
り，今後も幅広い活用が期待される。

実践２ 社会科

実践授業（10/15) 
授業日時・場所 10月21日（木）　４校時（11:35～12:20）　３年１組教室

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

ICT活用の
ポイント

【手立てA】Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用
　第１時で買い物に行ったことがある店を，教師演示でGoogle Mapsにプロットしている。
本時ではそれを想起させ，操作に見通しを持たせた。

【手立てB】Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定
　第１時でGoogle Mapsを使ったことを想起させ，本時では産地調べでのGoogle Maps活用を
児童から引き出すようにした。それにより，目的意識を持ったGoogle Maps活用になり，活
用の効果をより実感できるようになった。

主なICT活用場面

【商品がどこから運ばれてきたかを視覚化する】

・チラシの情報を基に，商品がどこから運ばれてきたかを調べる。

・Google Mapsで地名（国名）を検索し，そこにマーカーを付ける。

・マーカーに商品名を入力し，商品名から場所も調べられるようにする。

・地図を俯瞰することで，マーカーの分布の傾向を捉えることができる。
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ICT活用のメリット

　前時までに，共有フォルダの写真から店の工夫に気付かせ，店の人が客のために様々な取組をしているこ
とを学習してきた。本時では，見付けた工夫を共通点で分類し，大きな視点で工夫を捉えられるようにし
た。それを基にして，学習のまとめの壁新聞づくりに取り組ませた。スライドを再構成して新聞記事にさせ
たことで，壁新聞をスムーズに作成することができた。

今後期待される活用の効果

　社会科や総合的な学習の時間などの問題解決的な学習で生かすことが期待される。今回は，児童の入力ス
キルを鑑み，スライドを印刷して手書きで壁新聞に仕上げさせたが，今後は，Chromebookで新聞に仕上げた
り，学習内容をホームページにまとめたりするなどの取組も考えられる。

ICT活用の
ポイント

【手立てA】Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用
　これまでの学習で発見した店の工夫を，観点ごとに整理させた。児童は，実践１において
Jamboardで情報を整理する体験をしてきているので，それを想起させながら活動させた。ま
た，文字入力のスキルが不十分なため，教師が事前に店の工夫を付箋に入力し，児童にはそ
の移動だけをさせるようにした。

【手立てB】Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定
　これまでの学習で，児童は店の工夫を多く見付け出してきた。本時では，それらの工夫を
内容や目的に目を向けて整理，分類させる。それにより，情報を整理する方法を身に付けさ
せることができる。

主なICT活用場面

□その他

実践２ 社会科

実践授業（11/15) 
授業日時・場所 10月26日（火）　４校時（11:35～12:20）　３年１組教室

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ

【見つけ出した工夫のグループ化】

【前時まで】

教科書の挿絵やスーパーマーケットの写真から店の工夫を見つけ，それをス

ライドにまとめる学習をしてきた。

【本時】

見つけた工夫を，これまでの学習で扱ってきた「品物の安心，安全」，「品

ぞろえ」，「買い物のしやすさ」，「店のサービス」「働きやすさ」の観点で

分類した。

【事後】

分類の観点を基に，学習のまとめとして壁新聞を作成した。その際，これま

での学習で作成したスライドを再構成させて活用した。

情報収集（事前）

整理分析（本時）

表現（事後）
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視点

手立てA

手立てB

学　年 　教　科

□その他

その他 Google Forms

期待される
活用の効果

活用アプリ
□Jamboard ☑スプレッドシート □スライド

ICT活用の良さを知り，進んで学習に生かそうとする児童の育成
― １人１台端末を活用した学習を通して ―

　Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定

活用機器
☑Chromebook □iPad □電子黒板 □その他

その他

校種

太陽の光を調べよう

第一次(３時間)　日光のはたらき
  第１時　学習問題を見いだす。
　第２時　日なたと日陰の地面の温度を測って，記録する。
　第３時　日なたと日陰の地面の様子の違いをまとめる。
〈参考〉
第二次(３時間)　はね返した日光
　第１時　　　学習問題を見いだし，はね返した日光の進み方を調べる。
　第２，３時　はね返した日光が当たった所の温度について調べ，その結果をまとめ
　　　　　　　る。
第三次(１時間)　集めた日光
　第１時　虫眼鏡で日光を集めた所が明るく，あたたかくなることを知る。太陽の光
　　　　　について学んだことをまとめる。

　日なたと日陰や，光を当てたときの明るさやあたたかさに着目して，それらを比較し
ながら，日なたと日陰の地面の様子や光の性質を調べる活動を通して，それらについて
の理解を図り，観察，実験などに関する技能を身に付けるとともに，主に差異点や共通
点を基に，問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　        長期研修員　庄司 祐太（上愛子小学校）　

　Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用

　１人１台端末を活用した学習の工夫

ICTの活用について

第３学年 理科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画

理科　実践事例（ICT）

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

10月25日～11月１日

研究主題

教科指導を通して，以下の情報活用能力の育成を目指す。

(仙台版 情報活用能力 学習目標リストより)

C６：データの傾向 (大まかなデータの傾向を見いだすことができる。)

・スプレッドシートを用いた実験結果のグラフ化

実験結果のグラフを手書きで作成した後に，Google Formsに結果を入力させ，スプ

レッドシートでグラフを作成した。手書きのグラフ作成とスプレッドシートでのグラフ

作成を比較することで，簡単できれいにグラフを作ることができるスプレッドシートの

良さに気付かせることができる。
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今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

実践授業（３/３) 

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

授業日時・場所 11月１日（月）　３校時（10:45～11:30）　　３年１組教室

　Google Formsで実験結果が入力される度に,テレビに映し出された表が更新されることに児童は興味を
持った。入力を終えた児童はテレビの前で，結果を比べる姿が見られた。担任は，入力状況を一目で確認
ができるため，未提出の児童に直接声がけしたり，サポートしたりすることができた。
　児童は簡単できれいに表示できるスプレッドシートの良さを実感することができた。しかし，手書きで
グラフを作成することで，グラフが示す意味を理解しやすいという良さもあるため，学年や実態に応じ
て，教師が方法を選択する必要性がある。

ICT活用の
ポイント

【手立てA】Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用
　Google Formsで実験結果の入力フォームを作成し，児童にはそこへ入力させた。入力
はプルダウン形式にした。それにより，数字の全角，半角の混合を防ぐことができる。
また，事前に入力フォームとスプレッドシートの設定をしておくことで，児童はスプ
レッドシートの操作をすることなく，実験結果のグラフを確認することができる。

【手立てB】Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定
　実験結果のグラフを手書きで作成した後に，Google Formsに結果を入力させ，スプ
レッドシートでグラフ化させた。手書きのグラフ作成とスプレッドシートでのグラフ作
成を比較することで，簡単できれいにグラフを作ることができるスプレッドシートの良
さに気付かせることができる。

主なICT活用場面

実践３　理科

　理科や総合的な学習の時間，特別活動などグラフ作成が必要な場面での活用が期待される。

【２つの方法の比較】

・手書きでのグラフ作成と，Google Formsとスプレッドシー

トを用いたグラフ作成を体験させ,それらを比較すること

で，簡単できれいにグラフができるデジタルの良さを実感

することができた。

手書きのグラフ作成 Chromebookの

グラフ作成

①GoogleFormsで

結果を入力

②入力後すぐに，テ

レビ画面へ反映

③グラフに出力④グラフを比較
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視点 １人１台端末を活用した学習の工夫

手立てA

手立てB   Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定

学　年 教　科

□iPad □電子黒板 □その他

その他

活用アプリ
☑Jamboard □スプレッドシート

パラリンピックが目指すもの

活用機器
☑Chromebook

(１)必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の示し方を理解し使うことができ
　る。[知識及び技能](２)イ
(２)目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約することができる。
　[思考力，判断力，表現力等]C(１)ウ
(３)言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考
　えを伝え合おうとする。[学びに向かう力，人間性等]

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　長期研修員　庄司 祐太（上愛子小学校）　

ICTの活用について

第３学年 国語科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画

第１時　　　学習の見通しを持つ。
第２～７時　筆者が一番伝えたいことをもとに大事な語や文を見付け，本文を要約す
　　　　　　る。
第８時　　　パラリンピックの競技を調べ，リーフレットにまとめる競技を決める。
第９時　　　本や資料から競技のルールや工夫を見付ける。
第10，11時　書き留めた語や文を整理し，要約する。
第12時　　　要約した文章をもとにリーフレットを作成し，互いに見合う。

国語科　実践事例（ICT）

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

11月１日～11月19日

研究主題 ICT活用の良さを知り，進んで学習に生かそうとする児童の育成
― １人１台端末を活用した学習を通して ―

校種

□スライド □その他

その他 Googleサイト

期待される
活用の効果

  Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用

教科指導を通して，以下の情報活用能力の育成を目指す。

(仙台版 情報活用能力 学習目標リストより)

A２：PCの操作 (Jamboardに貼り付けた画像を移動する。動画を再生，停止，頭

出しする。)

A３：ウェブ検索 (仮想ウェブサイトから課題解決に必要な情報を見付ける。)

B１：取捨選択 (調べたことの中から，要約文に必要な情報を選ぶ。)

B２：読み取り (一つの資料から視点を持って情報を読み取る。)

・話合い活動における，Jamboardを使った論点の焦点化

筆者の思いが最も表れている文を見付ける方法として，Jamboardを活用する。事前に

教科書の本文を１文ずつ画像ファイルにして，Jamboardに貼り付けておく。授業では，

その画像を動かしながら話し合わせることで，話合いの論点が明確になり，活発な話合

いにつながる。

・Googleサイトを用いた仮想ウェブページの活用

パラリンピックの競技を調べる際に，Googleサイトで作成した仮想ウェブページを使

わせる。それにより，児童が収集する情報の内容や量を調節することができ，学習のね

らいに効率的に迫ることができる。
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実践４　国語科

今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

　Chromebookの画面を見て，操作しながら話し合うことで，話合いの論点が焦点化され，活発な話合いが
行われた。また，友達との話合いを通して，筆者の思いが最も表れている文を明らかにしていくことがで
きた。

　Jamboardを使って話合いの論点を焦点化したことで，活発な話合いにつながった。事後調査から，学び
会うことの良さを感じている児童の様子を読み取ることができた。また，思考ツールなども合わせて活用
していくことで，今後，多様な場面での活用が期待される。

実践授業（５/12) 

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

授業日時・場所 11月８日（月）１校時（８:45～９:30）　３年１組教室

ICT活用の
ポイント

【手立てA】Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用
　筆者の思いが最も表れている文を見付ける手立てとしてJamboardを活用した。児童の
文字入力スキルが十分でないため，画像の移動操作だけで学習を進められるようにし
た。また，大事な文を見付けた後は，ノートに手書きで要約させた。

【手立てB】Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定
　要約文を書く学習であることを児童に伝え，その達成のためにJamboardを活用すると
いう目的意識を持たせた。その上で，画像を動かしながら，筆者の思いが最も込められ
ている文とその理由を話し合わせたことで，活発に考えを交流し，深めることができ
た。

主なICT活用場面

【論点の焦点化】

・教科書の本文を１文ずつ画像ファイルにし，

それをJamboardに貼り付けておく。

・授業では，筆者の思いが最も表れている文と

その理由を発表させ，話し合わせる。その際，

画像ファイルを動かしながら話合いを進める

ことで，論点を焦点化できる。

・筆者の思いが最も表れている文を明らかにし

た後に，選んだ文を見ながら，ノートに要約

文を書かせた。
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実践４　国語科

□その他

ICT活用のメリット

　インターネット検索で情報収集する場合，目的の情報になかなか行き着けなかったり，情報量の多さか
ら情報を整理しきれなくなったりし，学習のねらいが達成しづらい状況に陥ることがある。本時では，児
童の興味関心に基づき，仮想ウェブページから情報収集させた。それにより，インターネット検索の経験
を積ませながらも，情報の質と量を調節することができ，教科のねらいに迫りやすくなった。

今後期待される活用の効果

　インターネット検索は多様な情報を入手できる一方で，情報過多になり，その後の学習に遅れを生じさ
せることがある。また，児童のインターネット検索の経験が乏しい場合は，技能の指導も必要で，学習内
容が煩雑になりやすい。そこで，仮想ウェブページを使って情報量を適切に調節することで，学習のねら
いに迫りつつも，ウェブ検索の技能も高めていけると考える。児童の実態に応じて，選択肢の一つとして
活用していくことが期待される。

ICT活用の
ポイント

【手立てA】Chromebookの操作技能を確実に習得させる段階的な活用
　仮想ウェブページを用いた情報収集は実践２でも経験しているが，その際には，情報
量が過多で児童が戸惑う様子が見られた。そこで，本時では操作習熟の実態を踏まえ，
本時ではより情報を精選した。

【手立てB】Chromebookの機能を知り，目的意識を持って活用する場の設定
　児童の興味関心に基づき，仮想ウェブページを作成した。また，仮想ウェブページに
は写真や動画などのデジタルコンテンツも取り入れ，多様な情報に触れることができる
ようにした。

主なICT活用場面

実践授業（９/12) 
授業日時・場所 11月15日（月）１校時（８:45～９:30）　３年１組教室

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ

【仮想ウェブページ】

・児童の興味関心と教科のねらいから，情報の質と量を精選

し，仮想ウェブページを作成した。

・仮想ウェブページを用いることで，教科のねらいに迫ると

ともに，インターネット検索の経験を段階的に積ませるこ

とができる。
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